
(381 号) 二:ι 昭和39年~:2~月ふ 日

~ 

‘ 

一
ヘ
一
は
番

一
き

S

一と

t

一
の

I

一
事
話

一
火
電

り大村市政だよ2月上旬号、‘，，.，
 •• ，，‘、

査瀬、鈴田、三浦の場合は

交換へ火事といってください
-昭和63年4月zl日第三種配便物密可薗毎月3凪1日，10日，zo日発行・定価1部5円
・発行所大村市役所・編集J庶務課長 南野鹿松・印刷所つじ印刷所

年金保険料は

つ必ず納めよ

O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

‘ぜ

国民年金保険料はかなら

守治さめなくてはならない

ことになっています。

しかし折角加入していて

も滞納していると、あなた

がお年寄りになったときの

老令年金はもちろん、思わ

ぬ事故にあったときの母子

年金や障害年金もうけられ

えにい場合があbます。お年

寄りになられて隣近所の皆

さんが年金をもらえるのに

自分だけがもらえ友いとい

うことは思っただけでも淋

.しいことでは友いでしょう

か。

また事故にはいつあうか

わかbません。そのような

とき母子年金、障害年金が

うげられないということは

どん左に残念なことでしょ

う。

もし生活が苦しく保険料

をどうしてもおさめること

ができ左い人は免除の手続

をしておけば滞納に在ら歩

にすみます。免除をうけて

も年金はうけられますから

決して不利益になりません

かなら歩免除の手続をして

ください。もっとくわしい

ことを知りたい方は福祉事

務所へむた歩ねください@
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も
え
な
い
も
の
は
別
の
箱
に

入
れ
る
か
、
紙
や
ピ

-71
ル
な

ど
に
包
み
、
別
に
し
て
治
く
よ

使
う
よ
う
忙
し

τく
だ
さ
い
。
う
に
し
、
普
通
の
ご
み
と
ま
ざ

ま
た
地
面
に
直
接
語
か
歩
、
ら
・
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
箱
に
は
必
ら
や
J

蓋
が
箱
と
地
面
の
聞
を
す
か
し
、
い
ご
み
を
い
つ
も
乾
燥
さ
せ

τ

で
き
る
よ
う
に
し
、
こ
わ
れ
つ
も
乾
燥
し
て
い
る
よ
う
に
し
お
く
た
め
、
残
飯
左
ど
汁
の
で

て
い
る
も
の
は
さ
っ
そ
く
修
て
、

箱
が
く
さ
ら
な
い
よ
う
に
る
も
の
は
ピ

=
1
ル
の
袋
、な
ど

理

し

ま

し

ょ

う

。

心

掛

け

ま

し

ょ

う

。

に

人

れ

て

ご

み

箱
の
中
に
入
れ

ご

み

箱

は

ご

み

の

収

集

が

ご

み

の

区

分

る

よ

う

に

し

て

く

突

き

い

。

し
や
す
く
、
丈
夫
な
も
の
を
ガ
ラ
ス
ピ
ン
や
、
空
か
ん
友

ご
み
処
理
に
ご
協
力
を

ご
み
箱
の
整
備

、，tお
随
司

r

、dB司
〈
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国
司

火
災
を
な
く
そ
う

①
こ
た
つ
、
コ
シ
ロ
、
プ
ロ
パ
③
煙
突
が
屋
根
や
軒
下
を
貫
通

シ
ガ
ス
、
風
目
、
か
ま
ど
な
す
る
と
こ
ろ
に
は
目
鏡
石
や

ど
の
使
用
に
は
十
分
気
を
つ
セ
メ
シ
ト
で
か
こ
む
こ
と
。

け
、
あ
と
始
末
は
完
全
に
。
④
寝
る
前
や
外
出
す
る
と
き
は

②
火
を
た
く
所
の
近
く
は
整
理
火
の
元
を
よ
く
調
べ
る
こ
と

し

τ、
も
え
や
す
い
も
の
を
⑤
子
供
が
火
遊
び
を
し
な
い
よ

扇
甥

お

か

な

い

こ

と

。

う

に

マ

ッ

チ

な

ど

は

自

に

つ

か
友
い
と
こ
ろ
に
お
く
こ
と

⑥
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
よ

う
に
し
、
作
業
場
や
山
林
で

の
の
み
す
て
を
し
な
い
こ
と

⑦
養
豚
や
育
雛
な
ど
の
電
熱
の

過
熱
に
す
る
火
災
が
大
村
で

も
あ
り
ま
し
た
。

設
備
は
九
電
や
尊
門
家
に
昆

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
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た
ば
こ
は
市
内
で

=
=
=
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一
一
一
一

買
い
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
を
市
内
の
小
売

屈
で
買
っ
て
い
た
だ
く
と

そ
の
一
部
が
市
の
収
入
に

な
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

た
ば
こ
に
は
「
た
ば
こ

消
費
税
」
と
い
う
税
金
が

課
せ
ら
れ
て

h
b
、
私
た

ち
が
た
ば
こ
を
一
本
の
む

と
た
ば
こ
の
種
類
に
か
か

わ
り
な
く
H

三
十
五
銭
二

厘
ぺ
し
た
が
っ
て
い
こ

い
一
箱
で
約
七
円
が
市
の

収
入
と
在
る
わ
け
で
す
。

た
ば
こ
を
買
う
場
合
は

ぜ
ひ
市
内
で
買
う
よ
う
に

し
、
市
の
財
源
確
保
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

補
給
業
務

一
名
(
男
〉

電
話
交
換
業
務
一
名
(
女
)

応
募
資
格
昭
和
三
十
九
年

四
月
一
日
現
在
満
十
八
才
以

上
二
十
五
才
未
満
の
新
高
卒

者
(
新
高
卒
業
見
込
を
含
む
)

給
与
一
万
二
千
円
以
上
。

く
わ
し
〈
は
大
村
職
安
へ
。

「一臨説轟髄輪誌詰一一一

月2叩0目号で志お詮知らせした ! 
2月中の実弾射撃日程のな i 
! カか、の r12 日--2口2日」を 「刊10
i 日--2口2日jに変更します。 ! 



市
立
保
育
所
と
萱
瀬
保
育
園

ト
仇
の
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

だ

申

請

書

は

福

祉

事

務
所
で
受

'

v

付
け
、

ぞ定
員
に
達
し
だ
と
き
は

正

期

限
前
で
も
締
切
り
ま
す。

市

左

お

い
ま
ま
で
に
申
し
込

F
』
ま
れ
て
い
る
方
も
ご

め
ん
ど
う

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
が
最
近

ν
ロ
ア
リ
の
被
害
が
増

4
T
、
で
し
ょ
う
が
、

ふ
た
た
び
申
請

三
年
ぷ

b
陀
大
村
で
演
奏
会
を

加

し

て

お
b
ま
す
。

大

書
を

提

出

し

て

《

だ

さ

い

。

開

き

ま

す

。

こ

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

国
民
健
康
保
険
指
定
の
は

b

-

e

A
該
当
児
童

保
護
者
の
労
灼

こ
の
音
楽
隊
は
隊
長
以
下

六

た

め
、
つ

ぎ
の
と
お
り
シ
ロ
ア
き

ゅ
う
施
術
担
当
者
を

つ
ぎ
の

や
疾
病
・
な
ど
の
事
由
に
よ
り
十
三
名
で
編
成
さ
れ

τお
り

、

リ

防
除
対
策
研
修
大
会
が
開
催

と
お
り
追
加
指
定
し
ま
し
た
。

日
々
の
保
育
に
欠
け
る
家
庭
自
衛
隊
で
は
最
高
の
音
楽
隊
で

さ

れ
ま
す
の
で
関
係
者
は
多
数

施
術
を
う
け
る
場
合
は
国
保

の
満
二
才
以
上
就
学
ま
で
の
日
本
の
最
高
水
準
に
あ
る
音

楽

参

加

し
て
く
だ
さ
い
c

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
そ
の
都

児
童

隊
と

い

わ

れ

て

い

ま

す

。

マ

日

時

二

月

六

日

と

七

日

度

担
当
者
へ

提
出
し
て
く
だ
さ

ム
募
集
人
員

池
田
保
育
所
H

市
民
み
友
さ
ん
多
数
の

ご
来

午
前
十
時

t
十
七
時
ぃ
。

提
出
JF-な
い
と
国
保
の
取

二
十
名
程
度

萱
瀬
保
育
園

聴
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
マ
場
所

一
島
原
市
南
堀
端

扱
い

は
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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郷
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九
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一
教

テ
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の
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苦
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別
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崎
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内

く

し

し

ピ

ょ

見

る

こ

し

で

水

回

大

止

特

な

の

-

金
松
競
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
療
院

一
長

教

市

し

ま

信

レ

し

は

あ

よ

く

ん

日

巡

力

防

で

に

こ

。
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音
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と

以
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一

・

保

大

分

な

で

・

が

域

ろ

う

を

楽

月

臨

す

州

雑

日

こ

ぜ

さ

一

優

良

納

税

組

合

を

表

髭

一
H

世

、

い

に

ま

K

か

地

こ

よ

ま

を

2
ピ

ま

九

る

日

る

、

だ

一

一・

佐

し

十

う

れ

・

い

の

と

の

じ

面

、

レ

れ

た

あ

月

げ

で

く

一

昭
和
三
十
八
年
の
納
税
組
合

一N
口

一
向
叫

u
t

f
加

4
?」
九
一
樋

帥

ヴ

附

ま

M
U
日

拘

…酬一

の
表
彰
式
を

一
月
二
十
日
、

市

一
議
会
議
場
で
行
・
泣
い
、
つ

ぎ
の

り

ママ
場 三日入
所十時場
分無
市か 二料
中 ら月で
央 八 六 す
公時目。
民ま 午
館 で後

ノ、、

時

事士管 百場 特
はお理貨集殊 望と
建 よ 者居合建 み〈
設びま ・場築 まに
課大 た 寄 ・ 物 すっ 島
へ工は宿旅 (。ぎ原
。職責舎館病 の公
。任 )・ 院 方民
く者の公・ の 館
わ、 営 衆 映 参
し 建 業浴画 加
い 築 主場 劇 を

( 2月の行事〕
砂 5日=婦人学級洋裁講座

(中央公民館・毎水曜日

1、00--)砂 6日=成人学校

手芸講座 (中央公民館 ・毎

木曜日1、00--)自衛隊中央

音楽隊演奏会(中央公民館

6.30-) 砂9日=県下一

周駅伝大村市予選(大中前

~発電所ト00--) 県下ハ

シドポール選手権大会 (大

高体育館ト00--) 砂zz日
=市内青年団対抗ロード ν

ース〈市内14、00--) 
惨29日=県下一周郡市対抗
駅伝大村通過(13.30頃)

( 2 ) 

開
削
闘
閤

o
s
--
r
a
s
e
開
開
関
箇

o
s
l
r
a
s
e

保
育
児
を
募
集

ー
二
十
名
程
度

所
H

五
名
程
度

所

1
十
名
程
度

ム
受
付
期
限

二
月
十
五
日

中
央
保
育

三
城
保
育

自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の

演
奏
会

シ
ロ
ア
リ
の
防
除
対
策

研
修
大
会
が
あ
り
ま
す

国
保
の
は
り
、
き
ゅ
う

施
術
所
を
追
加
指
定
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二
十
五
組
合
に
た
い
し
表
彰
状

と
金
一
封
を
贈

p
ま
し
た
。

三
浦

1
釘

ノ
頭

?
硯
出
石

鈴

田
U

中
里
上

・

岩

松

大

村
H

琴
浜
町
・
水
田
一
区
・

荒
平
・

向
木
場

・
本
町
一
丁
目
・
本
町

ご
丁
目

西
大
村
H
H
新
城

・
桜

馬
場

一
・
西
大
村
本
通
り
・
中

諏
訪

・
諏
訪
商
居
街
・
旧
廠
内

萱
瀬
日
宮
代
・

黒
木

竹
松

H
上
小
路
口
・

富
ノ
原

・
立
花

福
重
リ
沖
田
・

寿
古

松

原

H
久
津

・
山
下
梶
ノ
尾

米
の
配
給
数
量
が

変
り
ま
し
た

配
給
米
の
品
目
と
配
給
数
量

が
つ
ぎ
の
と
お
り
変

b
ま
し
た

従
来
配
給
米
の
品
目
は
水
稲

う
る
ち
米
(
特
選
米
、
普
通
米
)

徳
用
米
、
準
内
地
米
、
も
ち
米

の
四
品
目
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
品
目
が
う

る
ち
米

(
特
選
米
、

普
通
米
徳

用
米
、
準
内
地
米
〉
も
ち
米
D

二
品
目
と
な

b
ま
し
た
。

ま
た
配
給
数
量
も、

従
来
は

水
稲
う
る
ち
米
が
一
人
一
カ
月

当
り
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
こ
の

外
に
徳
用
米
、
準
内
地
米
、
・も

ち
米
を
通
常
消
費
す
る
数
量
を

超
え
左
い
範
囲
内
で
消
費
者
の

希
望
す
る
数
量
を
配
給
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年

一
月
か
ら
徳

用
米
と
準
内
地
米
を
う
る
ち
米

に
含
め
て
一
人

一
カ
月
当
b
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
、
も
ち
米
は
，

従
来
ど
治

b
の
方
法
で
配
給
す

る
こ
と
に
な

b
ま
し
た
。

，都松 二 a
j合原月 立
に 地中 正
よ 区の 惇
bの 三診
:取母浦の
j止 子 由
iめ 検竹 ，L
iま 診松 ム」
iす は


